
「
弊
社
は
約
３０
年
間
、
比
嘉
照
夫
琉
球

大
学
名
誉
教
授
が
開
発
し
た
沖
縄
生
ま
れ

の
Ｅ
Ｍ
（
有
用
微
生
物
群
）
を
研
究
・
普

及
す
る
上
で
農
業
に
深
く
関
わ
っ
て
き

た
。
農
業
の
衰
退
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
北

中
城
村
の
構
想
を
知
り
賛
同
し
た
。
地
域

の
課
題
解
決
と
弊
社
の
経
営
理
念
『
持
続

可
能
な
高
度
情
報
型
の
幸
福
度
の
高
い
社

会
創
り
』を
両
立
さ
せ
た
結
果
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
国
内
初
の
取
り
組
み
と
な
っ
た
」

と
話
し
た
。「
事
例
が
な
い
た
め
、
許
認

可
手
続
き
な
ど
で
時
間
を
要
し
、
対
応
す

る
の
に
苦
労
し
た
」
と
振
り
返
っ
た
。
施

設
完
成
後
、
自
治
体
や
関
係
業
者
、
国
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
視
察
に
訪
れ
て
い
る

と
し
、
関
心
の
深
さ
が
う
か
が
え
る
。

ご
み
処
理
設
備
は
、
試
験
運
用
中
の
１

日
あ
た
り
の
処
理
量
は
約
１
㌧
〜
１
・
５

㌧
。
４
月
以
降
は
最
大
３
㌧
の
処
理
が
可

能
と
な
る
。
地
域
の
ご
み
を
地
域
で
処
理

す
る
小
規
模
施
設
と
い
う
の
が
ポ
イ
ン

ト
。
処
理
過
程
で
発
生
す
る
ガ
ス
、
消
化

液
、
生
ご
み
に
含
ま
れ
る
異
物
で
さ
え
も

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
。
発
電
設
備
は
必
要

な
時
に
必
要
な
電
力
を
発
電
し
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
可
能
。
蓄
電
池
を
置
か
ず
、
電

気
は
１
本
の
コ
ー
ド
で
通
常
電
力
と
発
電

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
し
て
い
る
。
通
常
時

は
２
０
０
㌗
程
度
発
電
し
、
最
大
で
４
７

０
㌗
ま
で
対
応
で
き
る
。
一
般
家
庭
の
２０

〜
５０
世
帯
分
を
カ
バ
ー
で
き
る
イ
メ
ー

ジ
。
両
設
備
と
も
独
自
の
仕
組
み
を
構
築

し
、
処
理
音
や
匂
い
、
捨
て
る
も
の
が
な

い
。「
私
た
ち
は
一
連
の
作
業
工
程
を
ビ

オ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
整
備
。
小

規
模
に
す
る
こ
と
で
、
必
要
面
積
や
コ
ス

ト
を
抑
え
た
」
と
特
徴
を
説
明
し
た
。
整

備
費
は
約
６
億
円
。

高
密
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
栽
培
ハ
ウ
ス
で

は
、
発
電
設
備
か
ら
の
電
力
と
製
造
さ
れ

た
堆
肥
・
液
肥
、
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

を
活
用
し
、
ト
マ
ト
を
一
年
中
栽
培
。
一

方
、
学
童
農
園
で
は
子
ど
も
た
ち
が
自
由

に
好
き
な
野
菜
を
育
て
て
い
る
。
収
穫
し

た
に
ん
じ
ん
や
た
ま
ね
ぎ
、
じ
ゃ
が
い

も
、
ト
マ
ト
を
使
っ
て
カ
レ
ー
作
り
を
楽

し
ん
だ
と
い
う
。

山
城
氏
は
講
師
と
し
て
授
業
を
行
う
こ

と
も
あ
り
「
作
業
を
す
る
子
ど
も
た
ち
は

と
て
も
イ
キ
イ
キ
し
て
い
る
」
と
目
を
細

め
る
。
最
後
に
、
循
環
型
社
会
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、「
地
域
の
ご
み
を
地
域
で
処
理

し
、
そ
の
過
程
で
生
ま
れ
る
物
を
最
大
限

活
用
し
て
地
域
で
循
環
す
る
。
言
葉
で
は

簡
単
そ
う
だ
が
、
実
は
と
て
も
難
し
く
、

そ
れ
ゆ
え
に
『
国
内
初
』
の
事
例
に
な
っ

た
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
が
事
例

と
し
て
ご
協
力
で
き
る
こ
と
が
多
く
あ
る

と
考
え
る
。
ま
ず
は
、
多
く
の
人
に
こ
の

取
り
組
み
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

語
っ
た
。

北
中
城
村
が
、
荻
道
・
大
城
地
区
で
地
域
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
農
を

活
か
し
た
健
康
・
福
祉
の
里
づ
く
り
に
向
け
た
推
進
事
業
」
の
第
一
段
階
整
備
が
竣
工

し
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
施
設
な
ど
が
４
月
か
ら
本
格
運
用
し
て
い
る
。
地
域
再
生
推
進
法

人
㈱
Ｅ
Ｍ
研
究
機
構
が
第
一
段
階
事
業
者
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
北
中
城
村
Ｅ
Ｍ
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ビ
レ
ッ
ジ
」
を
推
進
し
て
お
り
、
発
電
施
設
は
「
持
続
可
能
な
北
中
城
み
ら
い

づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
た
最
初
の
施
設
と
し
て
整
備
。
村
内
の
商
業
施
設
や
病
院
、
隣

接
す
る
小
学
校
の
給
食
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
で
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
を
行
い
、
工
場

施
設
や
園
芸
ハ
ウ
ス
に
電
力
を
供
給
す
る
国
内
初
の
「
複
合
型
施
設
に
よ
る
電
力
の
地
産

地
消
」
を
行
う
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
電
力
と
合
わ
せ
て
堆
肥
・
液
肥
な
ど
も
製
造
し
、

有
機
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
排
出
ご
み
ゼ
ロ
も
実
現
。
学
童
農
園
も
整
備
し
て
、
隣
接

す
る
沖
縄
三
育
小
学
校
の
児
童
が
循
環
型
農
業
を
実
践
的
に
体
験
す
る
教
育
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
る
。
地
域
資
源
を
活
か
し
た
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

が
、
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｍ
研
究
機
構
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
山
城

由
也
氏
に
第
一
段
階
整
備
に
つ
い
て
聞
い
た
。

農を活かした里づくり推進事業
は、内閣府認定の地域再生計画に基
づき計画された。農を中心とした
「住・福・食・観」連携による健康
長寿の村づくりとして、施設整備を
６段階に分けて進めていく。
第一段階事業者のＥＭ研究機構は

２０２０年１２月２５日、村から地域再生推
進法人に指定され、事業化に向けて
取り組んだ。２３年７月に福山建設㈱

の施工で着工し、２４年１１月に竣工。
第二段階もＥＭ研究機構が地域交流
拠点（農産物直売所等）の整備に向
けて取り組みを進めている。第三段
階は特定医療法人アガペ会による医
療・福祉施設、第四段階は村民農園
等、第五段階は観光エリア、第六段
階は優良田園住宅の整備が計画され
ている。

第
一
段
階
施
設
概
要

①
ビ
オ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
５

０
０
㎡
）

②
高
密
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
栽
培
ハ
ウ

ス
（
２
２
０
㎡
）

③
学
童
農
園
（
１
５
０
㎡
）

④
ビ
オ
ス
ク
エ
ア
（
１
０
０
㎡
）

⑤
有
機
農
業
圃
場
（
９
０
０
㎡
）

⑥
駐
車
場
（
３
０
０
㎡
）
１３
台
収
容

事業は、地域内でのごみ減量化と
再生エネルギー創出の両立を目標と
しています。交通負担（域外への長
距離運搬）と生ごみの処理等に課題
のある地域においては、ごみ処理負
担軽減とエネルギー循環（再利用）
の両立が図れる事例となるものと考
えます。
第一段階竣工を迎えるまで、計画
を周知することに苦労しました。村
民をはじめ村議会や地元自治会、地
主の方々に対し、計画の目的や意義
などを伝えることに努めました。庁
内関係課との内部調整や農業委員会
との情報・課題共有も大変でした。
当該計画地は農業振興地域および市

街化調整区域における開発計画であ
るため、今後も国及び県所管部署と
の密な協議調整が必要です。現在
は、各段階の変更計画を策定してお
ります。第二および第三段階は、そ
れぞれの事業者と連携して事業化に
向けた取り組みを進め、２０２８年度頃
の竣工を目指します。
今後も農を中心に「住む・関わ
る」人が、継続して健康的な生活が
できる地域づくりを図っていきま
す。現地の特徴を活かし、世界遺産
である中城城跡および隣接する県営
中城公園など周辺施設との共存共栄
ができるまちづくりに取り組んでま
いります。

国
内
初
「
電
力
の
地
産
地
消
」

ＥＭユニバーサルビレッジ本格運用

ビオサイクルセンター

北中城村 農を活かした健康・福祉の里づくり推進事業
ＥＭ研究機構 山城由也氏インタビュー

学童農園で学習する児童ら（提供）

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
落
成
を
祝
っ
た

事業を所管する北中城村農林水産課コメント

地域内でごみ減量化と再エネ創出

事業概要

地
域
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
図
（
Ｅ
Ｍ
研
究
機
構
提
供
）


